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︑
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︑
ま
た
さ
ら
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
議
員
事
務
所
勤
務
か
ら
の

三
十
年
近
く
の
長
き
に
わ
た
り
尼
崎
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
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︑
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︑
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的
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︑
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一
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う
与
党

と
し
て
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っ
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実
行
に
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す
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意
で
ご
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い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
も
国
と
尼
崎
を
つ
な
ぎ
︑
よ
り
一
層
発
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に
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く
よ
う
誠
心
誠
意
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く
し
て
ま
い
り
ま
す
︒
ど
う
か
お
力
を
お
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し
く
だ
さ
い
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兵庫県議会議員5期連続当選。県政史上初めて女性の兵庫県議会副議長として兵庫県政を牽引。24年10月衆議院議員選挙（尼崎市）初当選
【国会】◆国土交通委員会委員◆予算委員会委員◆文部科学委員会委員◆決算行政監視委員会理事◆災害対策特別委員会委員◆党国会対策副委員長
【所属団体】◆社会福祉法人 兵庫盲導犬協会顧問◆協同組合 兵庫県保健鍼灸師会顧問◆（一社）兵庫県宅地建物取引業協会尼崎支部顧問◆尼崎市スポーツ
少年団野球支部相談役◆尼崎市菊花協会顧問◆尼崎市消防団立花まとい会顧問◆奄美群島の未来を拓く会事務局長◆尼崎自転車商業協同組合顧問

プロフィール 1962年 1月生まれ。前衆議院議員。国会議員公設第1秘書を経て議員活動を開始。

次世代のために改革を︕
経済を動かす
～責任ある積極財政と責任ある歳出改革～

物価は上がった。暮らしは苦しくなる。
成長のための積極財政と責任ある歳出改革。
これを両立する策を、維新は実行する。

食料品消費税を

2 年間ゼロへ

現役世代の社会保険料

負担を引き下げ

政治を動かす
～身を切る改革と統治の刷新～

国の改革は、政治家自身の改革から示してい
く。 今の時代に沿った憲法にアップデートす
る。 強い地方をつくり、この国を支えていく。

議員定数 1 割削減、

次期国会で成立へ

副首都法を制定、首都圏

に並ぶ経済圏を創出

いま、世界の秩序が揺らいでいる。 国民のい
のちと財産を守り抜く。 日本の文化を守り、
秩序のある外国人政策を策定する。

外国人の量的

マネジメントを導入

「国家情報会議」「国家情報局」を創設、

抑止力としての国防装備を強化

■議員定数削減 ■消費税ゼロ（飲食料品）の実現 ■国と尼崎の橋渡し新しい尼崎創生へ

徳
安
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く
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じ
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日
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会

公　

認

淳
子

日本を動かす
～国益を守り、秩序ある国家へ～

徳安淳子衆議院兵庫県 8 区


